
第２回弁理士制度小委員会

 
資料

 2013年9月19日
 

弁理士への期待  足腰鍛えた知財力で世界と戦う知財マン

日本知的財産協会

 
常務理事

（ＤＩＣ株式会社

 
知的財産部長）

河野

 
通洋

世界から期待され、世界をリードするJIPA

資料1



-世界から期待され、世界をリードするJIPA –
Creating IP Vision for the World

グローバル市場において事業を展開

特に成長地域（アジア新興国等）での事業推進
 が日本企業の課題

欧米先進諸国あるいは新興国との競争の中で
 優位性を確保することが重要

グローバル市場で受け入れられる価値（単純な
 技術的優位性ではない）の創出が重要

そのための知財活動は？
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知財をとりまく環境変化



-世界から期待され、世界をリードするJIPA –
Creating IP Vision for the World

知財戦略策定
R&D、事業、知財組織が単独あるいは協働して作成

日本特許明細書作成～権利化
技術者、企業等の知財部員（弁理士含む）、社外の弁理士、技術者

国内におけるライセンス、権利行使
企業等の知財部員（弁理士含む）等、社外の弁理士、弁護士

外国特許出願～権利化
企業等の知財部員（弁理士含む）

 

、現地弁理士、社外の弁理士、技術者

外国におけるライセンス、権利行使
企業等の知財部員（弁理士含む）

 

、現地弁理士＆弁護士、社外の弁理士等

多くの知財参加者の中で

とりわけ弁理士に期待するものは？
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知財活動の登場人物



-世界から期待され、世界をリードするJIPA –
Creating IP Vision for the World

知財制度（法律）に関する高度かつ広範な知識
特許法等、審査基準、審査等の運用なら弁理士に任せようと思えるように

特許明細書作成のエキスパート
使えぬ武器（特許明細書）では優れた知財戦略も機能せず

知財係争に関するエキスパート
手順、タイミング、裁判例など豊富な経験、知識とセンス

グローバル知財マネジメントに力を発揮
諸外国の制度、実態に関する知識と現地代理人との太いパイプ
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弁理士への期待  足腰鍛えた知財力で世界と戦う知財マン



-世界から期待され、世界をリードするJIPA –
Creating IP Vision for the World

知財制度（法律）に関する高度かつ広範な知識

■

 
特許明細書作成などの実務能力は、企業知財部員や特許技術者の方

 が優秀な場合もあるが、最低限法律だけは弁理士に期待したい。

審判制度、各種手続き、条約、ＰＣＴ規則、マドプロなどなど

十分でない弁理士も

■

 
法的思考

 
．．．

 
リーガルマインド

事件における法律事項の抽出と理論構成

技術者や企業知財部員（弁理士除く）の苦手分野

■

 
弁理士試験制度で改善が期待できる事項
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弁理士への期待



-世界から期待され、世界をリードするJIPA –
Creating IP Vision for the World

特許明細書作成のエキスパート

使う場面を知って機能する武器（特許明細書）を作る

使えぬ武器では優れた知財戦略も機能せず

事業戦略に整合した特許ポートフォリオ構築

多くの企業が弁理士に最も期待していること
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弁理士への期待

足腰鍛えた知財力 ・・・ 法律知識と実務経験

事業センス ・・・ 事業戦略理解力、事業センス

技術力 ・・・ 高度、専門的技術の理解力

コミュニケーション ・・・ 関係者との信頼構築

文章構成力、表現力



-世界から期待され、世界をリードするJIPA –
Creating IP Vision for the World

グローバル知財マネジメントに力を発揮

知財を使うメインステージは諸外国へ
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弁理士への期待

足腰鍛えた知財力 ・・・ 外国知財制度の知識と実務経験

法律、審査審判の傾向、立証方法、主要裁判例など

グローバル知財環境に対する知識と理解

例えば口頭審理での攻防

現地代理人との太いパイプ

コミュニケーション ・・・ 外国語能力

外国での係争、審判では口頭審理で実質的な攻防が展開され
口頭審理で勝る者が勝者となるように見えることもある。
外国弁理士（欧米、ｱｼﾞｱ）の口頭審理でのプレゼンテーションは素晴らしく頼もし

 
く思えることが多い。
この時代の日本国弁理士にとってプレゼンテーション能力の意義は？



-世界から期待され、世界をリードするJIPA –
Creating IP Vision for the World

多様なキャリアパスがあることが望ましい。

グローバル知財の場面で活躍するためには足腰を鍛えた
 知財力の上に様々な素養が必要。

弁理士制度を考える上で理想的なキャリアパスの一例として

大学（院）卒業後 ・・・・企業、大学等の研究機関で研究職を経験

多数の特許を読むとともに自らの発明について特許明細書作成経験をつむ。

海外経験 ・・・ 海外赴任や留学など

その中で知財エキスパートを志向する者が弁理士試験を経て資格取得

弁理士として企業、特許事務所等で実務経験をつむ。

弁理士試験制度は、働きながらもクリアすることが可能。
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弁理士への道



世界から期待され、世界をリードするJIPA

Creating IP Vision for the World

ご清聴ありがとうございました
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